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平成２４年度 高等学校（第２学年） 数学科 研究授業 学習指導案 

授 業 日 平成 24 年 6 月 8 日（金）第 1 時限 

実施クラス 高校 2 年○組 

授 業 場 所 高校 2 年○組 教室 

指 導 教 諭 ○○ ○○ 教諭 

授 業 者 ○○ ○○ 

1. 単元名 

第 3 章 数列「第 1 節．数列とその和『4. 種々の数列（D．数列とその和）』」（改訂版 数学 B／数研出版 P.97） 

 

2. 授業の展開（50 分） 

時間 学習内容 
生徒の学習活動（◇） 

指導上の留意点（★） 
評価 

導入 

(5 分) 

D．いろいろな数列(P.97) ◇教科書 P.97 を開き，板書を開始する。 

★分数の積の和をどのように求めるかを行うこ

との予告をする。 

 

展開① 

(7 分) 

●応用例題 2 の実施 ★応用例題 2 を解説する。 

★教科書にはヒントが書いてあるが，試験ではヒ

ントはないことを伝え，自分で導けるように指

導する。 

 

応用例題 2．次の和を求めよ． 



･ 



･ 



･ 
…


   

 

【解答】 

 


  
   

  

 
 

  



  

 






 

より，求める和を とすると，

 


･ 


･ 


･ 
…


   


 






  


 



  




 

  






  






  







…  







 

 

 



 
■

 
 

 ★部分分数分解の方法は練習 27 にて丁寧に指導

し，ここではそれぞれの式変形が＝（イコール）

で結ばれていることに注目させる。 

→部分分数分解は，通分の逆演算であることを理

解させる。 
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時間 学習内容 
生徒の学習活動（◇） 

指導上の留意点（★） 
評価 

展開② 

(10 分) 

●練習 27 の実施 ★応用例題 2 を用いて，練習 27 を解説する。 

★部分分数分解の一般的な方法を，練習 27 を通

して説明する。 

 

練習 27．次の和を求めよ． 



･ 



･ 



･ 
…



     
 

【解答】 




     

  

     

     




  
 

     

 

     




  


 



 

となる．よって，求める和を とすると，

 


･ 


･ 


･ 
…



     


 






     


 





  


 


 




  



  


 



 




   






  






  







…  



 



 

 


  


 



  
■

 
 

 ★この問題に関しては「部分分数分解」の方法に

ついて少し多めに時間をとり，一般的な方法を

説明する。 

→2 つの因数の差を取り，その式を分子に書いて

あげることによって部分分数分解を施すこと

ができる。 

★この問題に関しても教科書にヒントが書いて

あるが，試験ではヒントはないことを伝え，自

分で導けるように指導する。 
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時間 学習内容 
生徒の学習活動（◇） 

指導上の留意点（★） 
評価 

展開③ 

(10 分) 

●教科書外の内容 

（前後 2 つの項が残る） 

★一見，これまでの 2 つのパターンと似ているよ

うに見えるが，差を取ってみると前後に 2 つの

項が残る場合の和を求める。 

 

例．次の和を求めよ． 



･ 



･ 



･ 
…


   

 

【解答】 




  

  

  

   




  
 

  



  




  






 

となる．よって，求める和を とすると，

 


･ 


･ 


･ 
…


   


 






  


 





  




 




  



  






 




   






  






  






  






  







…  



 



   






 

 


  






 



 

   

     
■

 
 

 ★部分分数に分解後，和を計算した時の前後に残

る項（＝消えずに残ってしまう項）が 2 つずつ

あることに注意させる。 

→前後に残る項は必ずしも 1 つとは限らないこ

とに注意する。 

 

 

  



-4- 

時間 学習内容 
生徒の学習活動（◇） 

指導上の留意点（★） 
評価 

展開④ 

(13 分) 

●教科書外の内容 

（分母の因数が 3 つある場合） 

★分子の因数が 3 つある場合の部分分数分解の

解説を中心に，以下の例の和を求める。 

 

例．次の和を求めよ． 



･･  




･･  




･･  
…


      

 

【解答】 




     

  

   

     




  
 

     



     




  


  



     

となる．よって，求める和を とすると，

 


･･  


･･  


･･  
…


      


 






     


 





  


  



     




  



  


  



     




   


･ 



･   


･ 



･   


･ 



･ 
…  



   



     

 


  






     

   

     


 
 

 ★この問題の部分分数分解は分母の最初の因数

と最後の因数の差を取ることによって分解す

ることができることを注意させる。 

→3つに分解しなくても和を求めたときにうまく

消えてくれればよいので，この場合はこれ以上

の分解を施さなくても和が計算できることに

注意する。 

 

まとめ 

(5 分) 

●プリントの配布 ★演習問題として，プリントを配布し，次回の授

業までに取り組んでおくように指示を出す。 

→入試に関連してくる他，期末試験の試験範囲と

なることを合わせて連絡をしておく。 

→最後の 2 題は授業では取り扱っていないが，工

夫をすれば同様にして解けるので取り組んでみ

るように促す。 

 

 


